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未
入
会
者
と
は
、
会
員
院
所
に
勤
め
る
勤
務
医
未
入
会
者
で
す

※
協
会
行
事
な
ど
を
本
紙
等
で
報
道
・
紹
介
す
る
た
め
、
講
習
会
な
ど

の
写
真
で
個
人
が
特
定
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
趣
旨
を
ご
理

解
の
上
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
講
習
会
で
の
ビ
デ
オ
撮
影
や

録
音
は
お
断
り
し
ま
す
。

日
時　

12
月
１
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
１
時

会
場　

 

Ａ
Ｐ
大
阪
駅
前
（
大
阪
市
北
区
梅
田
１
丁
目
12
番
12

号　

電
話
06
―
６
３
４
３
―
５
１
０
９
）

講
師　

 

井
上
雅
裕
氏
（
北
区
開
業
、
前
大
阪
歯
科
大
学
口
腔

イ
ン
プ
ラ
ン
ト
科
准
教
授
）

定
員　

90
人　
　

会
費　

会
員
無
料
、
未
入
会
者
１
万
円

大
阪
市
北
部
地
区
・
大
阪
市
東
部
地
区
・
三
島
地
区

イ
ン
プ
ラ
ン
ト
治
療
の
注
意
点

日
時　

12
月
15
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
正
午

講
師　

宇
治
田
竜
一
氏
（
協
会
経
税
部
員
・
中
央
区
開
業
）

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル　
　

定
員　

１
０
０
人

会
費　

会
員
無
料
、
未
入
会
者
１
万
円

経
営
セ
ミ
ナ
ー

将
来
を
見
据
え
た
帳
簿
・
決
算
書
の
読
み
方

　

医
院
経
営
に
最
強
の
金
棒「
簿
記
」の
技
術

日
時　

２
０
１
４
年
１
月
19
日（
日
）午
前
10
時
〜
午
後
１
時

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル　
　

定
員　

１
０
０
人

講
師　

横
山
武
志
氏
（
九
州
大
学
歯
学
部
麻
酔
学
教
室
教
授
）

会
費　

会
員
３
千
円
、
未
入
会
者
１
万
円

１
月
度
生
涯
研
修

誰
で
も
実
践
で
き
る
歯
科
医
院
に
お
け
る
救
急
救
命

処
置

日
時　

12
月
８
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
１
時

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル　
　

定
員　

１
０
０
人

講
師　

高
橋
章
氏
（
徳
島
大
学
大
学
院
口
腔
外
科
学
講
師
）

会
費　

会
員
３
千
円
、
未
入
会
者
１
万
円

12
月
度
生
涯
研
修

明
日
か
ら
使
え
る
Ｘ
線
画
像
診
断

日
時　

11
月
20
日
（
水
）
午
後
２
時
〜
４
時

会
場　

保
険
医
会
館

講
師　

服
部
泰
彦
氏
（
三
井
生
命
）

会
費　

無
料　
　

定
員　

30
人

共
済
セ
ミ
ナ
ー
Ⅱ

相
続
対
策
と
保
険
医
年
金
の
上
手
な
受
け
取
り
方

大
阪
市
北
部
地
区
・
大
阪
市
東
部
地
区
・
南
河
内
地
区

日
時　

11
月
30
日
（
土
）
午
後
６
時
〜
８
時
30
分

会
場　

保
険
医
会
館

講
師　

 

高
津
兆
雄
氏
（
旭
区
開
業
、
前
大
阪
歯
科
大
学
歯
周

病
学
講
座
准
教
授
）

定
員　

50
人

会
費　

会
員
無
料　

未
入
会
者
１
万
円

内
容　

基
本
治
療
後
の
歯
周
外
科
治
療
な
ど

歯
周
治
療
３
回
シ
リ
ー
ズ
講
座〈
２
回
目
〉

　

歯
科
技
工
の
代
表
的
な
製

作
物
に
つ
い
て
、
歯
科
技
工

士
が
希
望
す
る
価
格
と
実
際

の
取
引
価
格
を
尋
ね
た
。
表

１
の
と
お
り
、
技
工
士
が
受

注
す
る
価
格
は
希
望
す
る
価

格
の
７
割
程
度
に
と
ど
ま
っ

て
い
る
。

値
下
げ
競
争

　

意
見
欄
に
は
「
技
工
業
界

の
値
下
げ
競
争
で
技
工
料
の

平
均
が
下
が
っ
て
い
る
」
と

い
っ
た
声
が
少
な
く
な
い
。

　

こ
う
し
た
現
状
を
、
技
工

士
は
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

　

「
歯
科
医
師
か
ら
お
金
を

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
が
、

こ
の
シ
ス
テ
ム
が
補
綴
物
の

値
段
を
安
定
す
る
こ
と
が
で

き
な
い
状
態
」「
技
工
料

は
、
は
っ
き
り
国
が
決
め
る

べ
き
」「
技
工
所
も
直
接
請

求
さ
せ
て
ほ
し
い
」
な
ど
、

技
工
物
の
適
正
価
格
を
保
障

す
る
制
度
づ
く
り
を
求
め
る

意
見
が
少
な
く
な
い
。

　

歯
科
保
険
医
は
、
診
療
報

酬
と
い
う
「
公
的
価
格
」
で

患
者
を
治
療
す
る
。
一
方

　

大
阪
市
南
部
地
区
は
10
月

14
日
、「
古
地
図
で
歩
く
大

阪
」
を
開
催
し
、
西
俣
稔
氏

を
案
内
人
に
、
参
加
者
７
人

は
地
下
鉄
阿
倍
野
駅
か
ら
南

海
岸
里
玉
出
駅
ま
で
、
阿
倍

野
区
か
ら
西
成
区
ま
で
、
熊

野
街
道
と
紀
州
街
道
を
歩
き

な
が
ら
、
先
人
の
足
跡
を
た

ど
っ
た
。

　

阿
倍
野
区
の
住
宅
街
に
あ

る
「
阿
部
野
」
神
社
で
西
俣

氏
は
、
区
名
「
阿
倍
野
」
表

記
の
由
来
を
説
明
。
読
み
は

古
代
の
豪
族
「
阿
倍
氏
」
起

源
説
が
有
力
と
さ
れ
て
い

る
。
区
名
は
「
阿
倍
野
」、

神
社
は
「
阿
部
野
」、
同
区

に
あ
る
安
倍
晴
明
神
社
は

「
安
倍
…
」、
様
々
な
表
記

が
あ
る
。「
阿
倍
野
」
区
と

な
っ
た
理
由
は
、
１
９
４
３

年
（
昭
和
18
年
）
に
住
吉
区

か
ら
分
区
す
る
と
き
、
区
役

所
の
土
地
台
帳
が
す
べ
て

「
阿
倍
野
」
の
字
を
用
い
て

い
た
た
め
だ
そ
う
だ
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
地
域
の

歴
史
を
知
れ
て
面
白
い
」
と

い
っ
た
感
想
が
出
さ
れ
た
。

で
、
保
険
・
自
費
に
関
わ
ら

ず
技
工
物
は
「
市
場
価
格
」

で
取
引
さ
れ
て
い
る
。
技
工

料
が
価
格
競
争
に
さ
ら
さ
れ

る
要
因
だ
。
そ
も
そ
も
、
補

綴
物
に
か
か
わ
る
保
険
点
数

は
、
歯
科
医
師
・
技
工
士
の

技
術
を
適
正
に
評
価
し
て
い

る
と
い
え
る
だ
ろ
う
か
。

小
さ
い
パ
イ

　

意
見
欄
に
は
、「
そ
も
そ

も
保
険
で
は
良
質
な
補
綴
物

は
考
え
ら
れ
な
い
」「
す
べ

て
の
技
工
物
の
自
費
へ
の
転

換
」「
歯
科
医
師
も
技
術
料

と
し
て
治
療
に
十
分
な
点
数

を
求
め
、
補
綴
物
を
頼
り
に

し
た
経
営
と
は
決
別
し
て

は
」
な
ど
の
声
が
あ
っ
た
。

　

こ
う
し
た
意
見
は
、
歯
科

保
険
医
療
に
お
い
て
歯
科
医

師
の
医
療
技
術
、
技
工
士
の

技
工
技
術
が
診
療
報
酬
で
適

正
に
評
価
さ
れ
て
い
な
い
現

状
を
示
唆
す
る
。
低
診
療
報

酬
と
い
う
「
小
さ
い
パ
イ
」

を
歯
科
医
師
と
技
工
士
が
取

り
合
う
構
図
が
浮
か
び
上
が

る
。

　

開
業
26
年
の
技
工
士
の
意

見
を
紹
介
す
る
。

　

「
歯
科
医
師
を
長
と
す
る

業
界
全
体
で
考
え
る
問
題
で

あ
る
。
勤
務
者
が
そ
こ
そ
こ

の
時
間
に
仕
事
が
終
わ
れ
る

料
金
設
定
を
し
な
い
と
歯
科

技
工
業
に
就
く
も
の
が
ま
す

ま
す
少
な
く
な
っ
て
し
ま
い

ま
す
」 

（
つ
づ
く
）

保険で良質な補綴物
考えられない…　　

大
阪
市
南
部
地
区
が
文
化
企
画

安倍晴明神社で説明を聞く参加者

古
地
図
で
先
人
の
足
跡
た
ど
る

業
界
全
体
で
考
え
る
問
題

技工所アンケート報告③

歯科
崩壊
はい
ま
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絵　藤田　進 （河内長野市）

漫画喫茶の店長
足立富彦（東大阪市）

　

今
ま
で
の
人
生
で
色
々
な

出
会
い
が
あ
っ
た
。
中
で

も
、
人
生
の
転
機
と
関
わ
り

が
あ
る
と
し
た
ら
、
漫
画
館

と
い
う
昔
よ
く
あ
っ
た
漫
画

喫
茶
の
店
長
で
あ
る
。

　

今
の
若
い
ひ
と
は
知
ら
な

み
放
題
で
き
る
店
で
あ
る
。

も
ち
ろ
ん
個
室
ブ
ー
ス
な
ん

か
な
か
っ
た
し
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
が
普
及
す
る
前
の
時

代
だ
っ
た
。

　

僕
は
あ
る
時
期
そ
の
店
に

い
か
も
し
れ
な
い
が
、
喫
茶

店
の
形
態
で
何
か
注
文
を
し

た
ら
時
間
制
限
で
漫
画
を
読

入
り
浸
っ
て
い
た
。
も
ち
ろ

ん
漫
画
を
読
ん
で
い
た
の
だ

が
、
そ
れ
以
上
に
店
長
に
よ

く
遊
ん
で
も
ら
っ
て
い
た
の

だ
っ
た
。

　

あ
る
晴
れ
た
春
の
日
、
店

り
、
ご
馳
走
に
な
っ
た
。

　

あ
る
年
、
夏
祭
り
の
盆
踊

り
大
会
で
店
長
主
催
の
焼
鳥

屋
の
売
り
子
を
し
た
こ
と
が

あ
っ
た
。
そ
の
時
、
店
を
通

り
す
が
っ
た
あ
る
人
は
、
奥

さ
ん
に
反
対
さ
れ
な
が
ら

「
こ
う
い
う
と
こ
ろ
の
は
美

味
し
い
ん
だ
」
と
た
く
さ
ん

買
っ
て
く
れ
た
。
冷
凍
物
を

焼
く
だ
け
の
そ
の
焼
き
鳥

は
、
特
に
美
味
し
い
わ
け
が

な
い
の
だ
が
…
。
ま
た
、
そ

こ
の
イ
ベ
ン
ト
の
カ
ラ
オ
ケ

大
会
の
審
査
員
を
市
長
の
隣

に
座
っ
て
や
ら
さ
れ
た
。
も

と
い
、
さ
せ
て
も
ら
っ
た
。

そ
の
時
に
お
会
い
し
た
鮫
島

ま
さ
み
さ
ん
と
い
う
シ
ン
ガ

ー
の
人
と
出
会
え
た
の
も
店

長
の
お
か
げ
で
あ
っ
た
。
一

に
入
ろ
う
と
す
る
と
近
く
の

空
き
地
で
店
長
が
バ
ー
ベ
キ

ュ
ー
を
し
て
い
た
。
こ
の
人

は
、
営
業
中
に
何
を
や
っ
て

い
る
の
だ
ろ
う
、
と
思
う
こ

と
も
な
く
ご
相
伴
に
あ
ず
か

期
一
会
だ
っ
た
が
、
あ
の
時

の
感
動
、
あ
の
感
覚
は
思
い

返
し
て
も
あ
の
時
だ
け
だ
ろ

う
。

　

ま
た
、
お
金
の
も
ら
え
る

掃
除
の
仕
方
も
教
え
て
も
ら

っ
た
。
雑
談
の
中
の
一
コ
マ

だ
っ
た
が
、
今
は
ス
タ
ッ
フ

に
教
え
て
い
る
。

　

結
婚
し
て
地
元
を
離
れ
て

か
ら
は
付
き
合
い
が
な
く
な

っ
て
し
ま
っ
た
が
、
今
思
う

と
色
々
な
体
験
を
さ
せ
て
も

ら
っ
た
良
い
思
い
出
だ
。
で

き
れ
ば
、
我
が
子
に
も
そ
の

よ
う
な
人
物
が
現
れ
る
の
を

期
待
し
て
い
る
。

　

足
立
先
生
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
次
回
は
利
森

仁
先
生
（
旭
区
）
で
す
。

表１　技工料の現在価格と希望価格（回答された平均値）

①現在
（単純平均）

②希望
（単純平均）

差額
②－① ①/②

硬質レジン前装冠 5,280円 7,420円 2,140円 71％

レジン床総義歯　 9,585円 13,526円 3,941円 71％

インレー複雑　　 1,407円 2,032円 625円 69％

全部鋳造冠　　　 2,301円 3,360円 1,059円 68％

鋳造両翼鉤　　　 1,437円 2,022円 585円 71％


